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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次

第66期

第１四半期

連結累計期間

第67期

第１四半期

連結累計期間

第66期

会計期間
自　平成23年４月１日

至　平成23年６月30日

自　平成24年４月１日

至　平成24年６月30日

自　平成23年４月１日

至　平成24年３月31日

売上高 （千円） 2,211,835 3,195,36920,330,456

経常利益又は経常損失（△） （千円） △93,954 △107,297 1,169,447

四半期純損失（△）又は
当期純利益

（千円） △37,616 △48,686 1,711,275

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △105,325 △127,991 1,819,330

純資産額 （千円） 9,605,39514,561,70214,833,256

総資産額 （千円） 20,034,81631,586,10533,663,652

１株当たり四半期純損失金額（△）
又は当期純利益金額

（円） △2.11 △2.73 95.99

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 47.9 35.5 34.1

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

　

EDINET提出書類

大同信号株式会社(E01816)

四半期報告書

 2/18



　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

EDINET提出書類

大同信号株式会社(E01816)

四半期報告書

 3/18



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」について重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1)　業績の状況

当第１四半期におけるわが国経済は、東日本大震災の復旧に伴い雇用環境の改善の兆しがみられるなど穏やかな景

気回復となりつつあるものの、電力問題や円高水準の長期化に加えて欧州財政危機に伴う世界経済の低迷など、今後

の企業を取り巻く環境は不透明感が一層強まり極めて厳しい経営環境で推移しました。

このような状況のもと、当社グループは受注の獲得と拡大に取り組んでまいりましたが、当第１四半期連結累計期

間における売上高は31億95百万円（前年同期比44.5％増）、営業損失は２億21百万円（前年同期は営業損失２億10百

万円）、経常損失は１億７百万円（前年同期は経常損失93百万円）、四半期純損失は48百万円（前年同期は四半期純

損失37百万円）となりました。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

[鉄道信号関連事業]

鉄道信号関連事業については、ＡＴＣ（自動列車制御装置）等のシステム製品及び継電連動装置・ＡＴＳ（自動

列車停止装置）等は減少しましたが、踏切装置・踏切障害物検知装置・リレー等のフィールド製品及び電子連動装

置等は増加したことに加えて株式会社三工社が連結子会社となり、売上高は28億50百万円、セグメント利益は61百万

円となりました。

[産業用機器関連事業]

産業用機器関連事業については、非接触耐熱ＩＤシステム・可塑成形及びメッキ等は減少しましたが、梯子車・高

所放水車制御装置、塗装及び金型等は増加し、売上高は２億90百万円、セグメント損失は28百万円となりました。

［不動産関連事業］

不動産関連事業については、株式会社三工社の連結によりセグメント区分として加わり、売上高は54百万円、セグ

メント利益は25百万円となりました。

　

(2)　財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ20億77百万円減少し、315億86百万円とな

りました。これは、たな卸資産が16億31百万円、現金及び預金が22億53百万円それぞれ増加しましたが、受取手形及び

売掛金が42億29百万円減少したことなどによるものです。

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ18億５百万円減少し、170億24百万円となり

ました。これは、短期借入金が９億85百万円、未払法人税等が４億円それぞれ減少したことなどによるものです。
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当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ２億71百万円減少し、145億61百万円とな

りました。これは、配当金の支払等により利益剰余金が１億73百万円減少したことなどによるものです。

　

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあ

りません。

　

(4)　研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は1億48百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数　(株)

普通株式 30,000,000

合計 30,000,000

　

②　【発行済株式】

　

種類

第１四半期会計期間末

現在発行数 (株)

(平成24年６月30日)

提出日現在

発行数 (株)

(平成24年８月13日)

上場金融商品取引所名

又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 18,018,000 18,018,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数　1,000株

合計 18,018,000 18,018,000－ －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成24年６月30日 － 18,018,000 － 1,500,039 － 1,233,716

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日である平成24年３月31日の株主名簿により記載しております。

　

①　【発行済株式】

平成24年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ 単元株式数 1,000株
普通株式 190,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,534,000 17,534同上

単元未満株式 普通株式 294,000 － １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 　 18,018,000 － －

総株主の議決権 － 17,534 －

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式804株が含まれております。

　

②　【自己株式等】

平成24年３月31日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

大同信号株式会社
東京都港区新橋六丁目

17番19号
190,000 － 190,000 1.1

合計 － 190,000 － 190,000 1.1

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、清和監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,167,856 4,421,028

受取手形及び売掛金 ※
 9,418,831

※
 5,188,866

商品及び製品 2,855,220 2,722,613

仕掛品 3,485,307 5,056,285

原材料及び貯蔵品 1,887,455 2,080,435

その他 2,304,776 741,110

貸倒引当金 △15,261 △13,049

流動資産合計 22,104,185 20,197,290

固定資産

有形固定資産

土地 5,146,324 5,172,364

その他（純額） 2,384,945 2,309,226

有形固定資産合計 7,531,269 7,481,590

無形固定資産 188,493 173,491

投資その他の資産 3,839,703 3,733,732

固定資産合計 11,559,467 11,388,814

資産合計 33,663,652 31,586,105

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 4,873,561

※
 4,519,481

短期借入金 4,141,900 3,156,900

未払法人税等 420,880 20,297

賞与引当金 674,684 426,755

役員賞与引当金 28,143 17,545

製品補修引当金 297,789 295,290

受注損失引当金 26,973 26,973

損害賠償損失引当金 61,800 －

その他 1,181,996 1,551,892

流動負債合計 11,707,727 10,015,135

固定負債

社債 375,000 375,000

長期借入金 487,700 477,550

退職給付引当金 2,153,003 2,154,771

役員退職慰労引当金 142,329 131,914

製品補修引当金 230,000 230,000

特別修繕引当金 60,000 63,750

その他 3,674,636 3,576,281

固定負債合計 7,122,669 7,009,266

負債合計 18,830,396 17,024,402
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,500,039 1,500,039

資本剰余金 1,233,716 1,233,716

利益剰余金 8,396,672 8,223,195

自己株式 △52,810 △52,981

株主資本合計 11,077,618 10,903,969

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 397,240 319,721

その他の包括利益累計額合計 397,240 319,721

少数株主持分 3,358,396 3,338,011

純資産合計 14,833,256 14,561,702

負債純資産合計 33,663,652 31,586,105
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 2,211,835 3,195,369

売上原価 1,671,906 2,371,303

売上総利益 539,928 824,066

販売費及び一般管理費 750,710 1,045,702

営業損失（△） △210,782 △221,636

営業外収益

受取配当金 31,510 41,415

持分法による投資利益 97,404 －

負ののれん償却額 － 69,920

雑収入 2,417 21,738

営業外収益合計 131,333 133,073

営業外費用

支払利息 14,495 16,639

雑損失 10 2,095

営業外費用合計 14,505 18,735

経常損失（△） △93,954 △107,297

特別利益

固定資産売却益 － 28

特別利益合計 － 28

特別損失

固定資産除却損 － 195

特別損失合計 － 195

税金等調整前四半期純損失（△） △93,954 △107,464

法人税、住民税及び事業税 5,540 32,366

法人税等調整額 △61,878 △98,214

法人税等合計 △56,338 △65,847

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △37,616 △41,617

少数株主利益 － 7,069

四半期純損失（△） △37,616 △48,686
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △37,616 △41,617

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △55,753 △86,374

持分法適用会社に対する持分相当額 △11,955 －

その他の包括利益合計 △67,709 △86,374

四半期包括利益 △105,325 △127,991

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △105,325 △126,206

少数株主に係る四半期包括利益 － △1,785
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【会計方針の変更等】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より平成24年４月１日以後に取得し

た有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

なお、この変更に伴う損益に与える影響額は軽微であります。

　

　

EDINET提出書類

大同信号株式会社(E01816)

四半期報告書

13/18



　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、四半

期連結会計期間末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形 54,623千円 41,039千円

支払手形 267,597千円 298,842千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）及び負ののれんの償却額は、次のとおりでありま

す。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年６月30日)

減価償却費 84,422千円 146,611千円

負ののれん償却額 －千円 69,920千円

(注)　当第１四半期連結累計期間の増加は、株式会社三工社を持分法から連結の範囲に含めたことにより増加したもの

であります。

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 124,807 7 平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 124,790 7 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２

鉄道信号
関連事業

産業用機器
関連事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,966,063245,7712,211,835 － 2,211,835

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

11,910 127,211 139,121△139,121 －

計 1,977,974372,9822,350,957△139,1212,211,835

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

164,525 30,230 194,755△405,537△210,782

(注) １　セグメント利益又はセグメント損失の調整額△405,537千円には、セグメント間取引消去△3,452千円及び各報

告セグメントに配分していない全社費用△402,085千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２

鉄道信号
関連事業

産業用機器
関連事業

不動産
関連事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,850,868290,02254,4783,195,369 － 3,195,369

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

11,550124,313 － 135,864△135,864 －

計 2,862,419414,33654,4783,331,234△135,8643,195,369

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

61,901△28,471 25,348 58,778△280,414△221,636

(注) １　セグメント利益又はセグメント損失の調整額△280,414千円には、セグメント間取引消去1,449千円及び各報告

セグメントに配分していない全社費用△281,863千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２　報告セグメントの変更等に関する事項

前第２四半期連結会計期間から、株式会社三工社が持分法適用会社から連結子会社となったため、同社の不動産関連

事業を報告セグメントとして追加いたしました。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年６月30日)

１株当たり四半期純損失金額（△） △2.11円 △2.73円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純損失金額（△）(千円) △37,616 △48,686

普通株主に帰属しない金額 － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）(千円) △37,616 △48,686

普通株式の期中平均株式数(株) 17,829,301 17,826,623

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

　

　
　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月10日

大同信号株式会社

取締役会  御中

　

清　和　監　査　法　人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    川　田　増　三　　　　印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    戸　谷　英　之  　    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大同信号株式会社

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成24年４月１日から平成24

年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記ついて四半期レビュー

を行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大同信号株式会社及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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